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si see ∫i she
SI sit ∫1 ship
se say ∫e shame
Sε second ∫ε shell
S記 sat ∫ae shadow
S9 suffer ∫9 shut
sa socket ∫a shOP
SU sue ∫u shoe
SU sukiyaki ∫u should
SO solo ∫o show
SO soft ∫o short
・米語母音はUpton，C．，Kratzchmer，W．A．Jr．and　R．，Konopkaに従った［12］。
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って［∫］よりは明るい響きを持つ［10］。
3。3　日本語と米語の比較
　音響音声学的に日本人の「シ」とアメリカ人の［si］を比較すると摩擦を示す部分に重要な
違いが認められる。
　Figure1では，摩擦①の中に［i］と同じくらいの高さのフォルマント②が表れる。Figure
2では，①の摩擦は，後続母音［i］に影響されずに［s］が発音されており，このため①の摩
擦層は一様な縦の影となっている［13］。
　本稿では，［g］は，唇の丸めがないこと，後舌面の上昇（dorsum　elevation）が見られない
ことで［∫1とは異なるとする見解を採用した［14］。
　［s］，［∫］，［9］の調音の違いをTable6にまとめた。また，Figure3．1，4．1，5に調音点
の舌形状の正中断面の模式図（調音点）を，Figure32，4，2にMRIによる正中断面図を引用
した［15］（5）。
②
瓢鞠瓶・
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Figure　l　Spectrogram　of「シ」in　Japanese［13］
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Fig皿e2　Spectrogram　of［si］in　American　English［13］
　　　　　Table6　Distinctions　among［s］，［∫］and［9］
points　of
rticulationdorsum　elevationl ps　rounding
［s］ blade　and　alveolar
　　　　　ridge 一 一
［∫］ blade　and　post　alveoli十 十
［9］ 　blade　and
alato－alveoli ｝ ｝
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Figure3．1　Point　of　articulation（Median　plane　view）of［s］［4］
Figure3．2　M［edian　plane　view　of［s］（MRI）［4］
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［∫1
Figure4．1　Point　of　articulation（IMedian　plane　view）of［∫］［4］
Figure4．2　M［edian　plane　view　of［∫］（MRI）［4］
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F量gure5　Point　of　articulation（M：edian　plane　view）of［g］［10］
3．4　予測
　日本語話者が米語の語頭の［s］を調音する際に［∫］，あるいは［9］と混同する原因は，後
続母音が［i］のとき，日本語の口蓋化（palatalization）の干渉（interference）を受けるためで
はないかと考えられる。
　二次調音（secondary　articulation）である口蓋化は，子音調音時に前舌が硬口蓋に向かって
盛り上がる現象である。IPAでは［vj］や［t」］のように子音記号の後の肩字の［i］で示す方
式がある。口蓋化を受けた音声は，一般に明るく軽い音色を帯びる。
　英語では，たとえば，keyという単語を発音する際に後続する前舌母音［i］が逆方向に先
行する［k］に影響を与え，本来軟口蓋に主要調音を持つ［k］が二次的に硬口蓋で調音され
［k弓　となる［16］。
　ロシア語をはじめスラブ諸語では口蓋化は最小対立を生じさせる。［v冠（tohow1）／［vjitjl
（to　weave），［sok］（juice）／［s」ok］（he　lashed）はその例である［17］。
　日本語の子音は「イ段」において後続する母音［i］によって口蓋化を受けるか，さらには
硬口蓋音となるのが大きな特徴である［9］。例えば，［m］は［i］，［j］の前では口蓋化して
［mjlとなり，［S］は［i］，［j］の前でほ硬口蓋音［¢］となる。また，日本語にはほとんどの
イ段子音に対応する口蓋化子音（拗音）があると考えられる。
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　日本語話者は，口蓋化の干渉により，［si］，［SI］を［Gi］，［GI］あるいは［∫i］，［∫1］と発
音することが予想される。この調音方法が米語の発音にも転移（transfer）して，see［si］をあ
たかもshe［∫i］のように発音してしまうことが予測できる。米語では，［s］と［∫］は最小
対立をなすので，［s］を［∫］と認識されるような発音をしてしまうことは致命的誤りである。
しかし，視点を変えると，［s］が後続母音［i］の影響を受けて口蓋化するのは調音運動の観
点からは自然な調音結合（coarticulation）であるとも考えられる。
4．矯正への示唆
　本稿で述べた［s］と［∫］の混同の理論的予測が正しければ，日本語話者の米語音声発音
の指導に有益な示唆を与えることができると考えられる。［s］と［∫］の発音に関しては，日
本語の調音方法とは異なり，特に［s］の後続母音が［i］のときは前舌面を硬口蓋方向に隆起
しないように指導する必要がある。
　また，一般に，発音指導では，手本である教授者の調音器官の動きや位置が十分にはわか
らない。その上，学習者は自分の発音がどのように行われたか，手本とどのように異なって
いるのかが理解しにくい。教授者の音声指導方法改善のためにも，また学習者自身による改
善のためにも，ことばによる指導に加え，視覚フィードバックを考案することが急務である。
特に米語では［s］と［∫1は最小対立をなすので，両者を区別して正しく発音できるように
指導することの意義は大きい。
5，今後の課題
　本稿では，語頭の［s］を［∫］のように調音してしまう機序について考察したが，［s］が語
中及び語尾に生起した場合ついても考察する必要がある。また，shipをあたかもsipのように，
同様にsheetをあたかもseatのように発音してしまう現象，つまり［∫］を［slと混同する
現象についても理論的な解明が必要である。
　超音波診断装置や電磁正中矢状面調音器官動態測定機器（EMMA，electromagnetic　mid－
sagittal　articulometer）（6）などを用いれば調音運動中の舌の位置を連続的に記録することがで
きる［18］。より簡便に静止画像を得る方法としては舌造影側方部規格写真（Cephalometry）
がある。舌に造影剤を塗布して，持続音である［s］，［∫］，［9］の発音時の舌形状を観測する
ことができる。ただし，被爆の問題は残る。さらに別の方法としてはMRIがある。MRIでは
大きな磁石による磁場の中で体内の水素原子の核磁気共鳴現象を測定し，コンピューターで
解析して人体の内部構造を画像化することができる。
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（1）
（2）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註
　　原文では音素表記（例えば，／s／）であるが，ここでは音声表記を用いた。
　　［司は1996年に改訂されたIPAの表では，Consonants（non－pulmonic）のその他の記号として掲載さ
　　れている。
　　山形市の50歳前後の人の中には，世界を［9ekai］と発音する人がいる。
　　ハ行音において後続母音が［i］のとき［g］に，後続母音が［u］のとき［Φ］と変化し，［h］とはそ
　　れぞれ対立をなす音韻となったのは万葉時代にさかのぼると考えられている。
（5）英文名称は正確を期するため，ステッドマン医学大事典編集委員会2002『ステッドマン医学大事典』（改
　　訂第5版）東京：メジカルビュー社。ISBN4－7583－0000－3．p．1370によった。
（6）現在世界で3台保有されている（MIT，Haskins　LaboratoriesとATR）。Haskins　Laboratories（270
　　Crown　Street，New　Haven，CTO6511，USA）の機器は次のサイトで解説と実物の写真をみることがで
　　きる。
　　http：／／www．haskins．yale．edu／haskins／MISC／Facilities／magnetometry．htm1
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The　confusion　of　alveolar　and　palato－alveolar　fricatives
　　　　　　　　　　by　Japanese　learners　of　English
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NAKAYAMA　Kazuo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　YAMAGUCHI　Junko
　The　Japanese　language　palatalizes［s］before［i］，systematically　yielding　the　possible
pronunciationof［si］as［∫1．While　the　Japanese［s］，［∫l　and［i］haveslightlydifferent
articulations　and　auditory　values　from　their　English　counterparts，they　are　the　closest
phonetic　approximations．It　has　been　mentioned　in　previous　research　that　Japanese
learners　of　English　thus　have　difficulty　in　the　identification　of［s］and［∫］preceding［i］．
In　this　paper，we　describe　difficulty　in　the　pronunciation　of［si］and　define　the　articula．
tory　deficit　of　Japanese　Iearners　of　English　with　respect　to　palatalization．
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